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コストが抑えられる」としている。

　主要な国内メーカーへの聞き取りから

カシスの市場規模は、最終製品ベースで

約70億円（前年比7％増）と推計される。

主な販売チャネルは、Ｅコマース、自然

食品専門店、エステサロンなど。店頭ルー

トはコロナ禍の影響で苦しんだ印象だが、

通販では『ピントくるカシス』（野草酵素）、

『カシス150』（マルカイコーポレーション）

などが好調に推移。「月に1億円以上はコ

ンスタントに出ている。体感の良さがリ

ピート購入につながっている」との声も聞

かれる。また脳機能や美容関連のエビデ

ンスを軸に、フェムテックやeスポーツ等

など、新市場を開拓する動きも見られた。

　ここ数年、他のベリー類にない強みを

活かしたマーケティング、新たなエビデ

ンスの拡充が進んでことで、安定的な成

長を見せるカシス市場。一方で、ブルー

ベリーやビルベリーのように大手サプリ

メーカーによる大々的なCM展開はなく、

『えんきん』や『ブルーベリーアイ』のよう

な際立ったヒット商品は登場していない。

認知や血流改善などカシスの多彩なエビ

デンスをいかに消費者に伝えていくか。

今後のカシス関連メーカーの動向に注目

が集まる。

活習慣病の予防――など様々な角度

からエビデンスの拡充が図られてい

る。

　カシスアントシアニンを関与成分

とする機能性表示食品は、アイケア

を訴求した『ヘルスエイド カシスア

イ』（森下仁丹）のみだが、前述の臨

床試験データを基にシステマティッ

クレビューを進める動きもあり、他

領域での届出受理に期待されている。

　カシスの国内主要サプライヤーは、

森下仁丹、明治フードマテリア、タ

マ生化学、三菱ケミカルなど。原料

の製造には、スプレードライ法によ

る抽出が一般的だが、凍結乾燥品も

見受けられる。

　総アントシアニン量は、10～35％

の間で規格化されている。その定

量には、4つの配糖体（D3R、D3G、

C3R、C3G）を全て測定する方法、

構成比率の高いルチノシド系配糖体

を測定する方法が用いられている。

業界団体の日本カシス協会では、ル

チノシド系配糖体（D3R、C3R）の標

準品のみを使用し、グルコシド系配

糖体を推計する方法を確立し、今年

度から採用している（43頁参照）。「従

来品に比べて定量に係る時間や費用

などを生成される。特にアントシア

ニンの含有量は、他地域で栽培され

たカシスの1.5倍～2倍と言われてい

る（43頁参照）。

　その年間生産量は、4,000ｔ弱と少

量であり、価格もEU産と比べて高い。

成分規格値によっては、キロ当たり

10万円を超える原料も見受けられる。

　栄養価の高さに加えて、カシスに

は他のベリー類にはない強みがある。

カシスに含まれるアントシアニンは、

デルフィニジン配糖体のD3R、D3G、

シアニジン配糖体のC3R、C3Gの4種

類で構成されている。このうちD3R、

C3Rはカシス特有のもので、ブルー

ベリーやビルベリーには含まれてい

ない。

　近年は、この特有のアントシアニ

ンに着目した研究が進展。代表的な

アイケア作用に加えて、末梢血流の

改善、免疫賦活、女性の更年期症状

の軽減、注意力や集中力といった認

知機能の向上、肥満・糖尿病など生

　カシスは、ユキノシタ科スグリ属に分

類される果実。ビタミン類、ミネラル、

アントシアニン等が豊富に含まれており、

リキュールやジュースに加え、健康食品

としても広く利用されている

　「カシス」は仏名で、日本語では「黒房

スグリ」、英語では「ブラックカラント」

と呼ばれる。カシスの原産地は、ヨーロッ

パの温帯地方、西・中央アジア、ヒマラ

ヤなど諸説ある。現在はフランスやポー

ランドでの栽培が盛んで、EU産カシスの

生産量が世界全体の8割以上を占める。

　一方、健食用途で利用されるカシスは、

ベン・アード種、ブラックアダー種など

ニュージーランド（NZ）で収穫された物が

多い。果実や種子から抽出したパウダー

やエキス末、濃縮エキス、シードオイル

等が原料として流通している。

　NZ産カシスが好まれる理由は、栄養価

の高さにある。広大な自然の中で、南半

球特有の強い紫外線を受けて育つカシス

は、成長時に多くのミネラル、カリウム、

ビタミン、β-カロテン、食物繊維、鉄分
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　同社では「本当に価値のある商品を顧客

に届けたい」という想いから、自社商品の

臨床データを蓄積している。

　『ピントくるカシス』については、健常

な日本人男女60人を対象としたVDT負荷

試験にて、目の縮瞳率の有意な増加を確

認。また眼精疲労、目の渇き、視界のぼ

やけ、局所的な血管拡張反応による肩こ

りや頭痛の自覚症状の改善が認められた。

協会の認定商品。

　配合されているカシスエキスは、フリー

ズドライ法にて抽出されている。このた

めカシスの栄養成分が壊れることなく、

国内トップクラスのアントシアニン配合

量が実現できている。

　またアントシアニンのほか、ビタミン

Ｂ群やビタミンＡなど「クッキリ」をサ

ポートする成分も配合されている。

市場拡大の兆しが見えるeスポーツ市場に

向けた提案も模索。すでにアイケアのほ

か、eスポーツの試合前に瞬発力や集中力

を高める目的で利用される製品もあり、

様々な角度から高品質なカシス飲料の拡

販を目指す。

■――――――――――――――― メニコン
　㈱メニコン（名古

屋市西区）は、カシ

スポリフェノールを

配合したグミキャン

ディ『めにグミ カシ

ス』を開発。10月10

日の“目の愛護デー”

に合わせ、全国の同社直営店舗などで販

売を開始した。同品は、明治フードマテ

リアとの共同開発品。カシスポリフェノー

ル『AC10』を1袋あたり130mg含有してい

る。

　メニコンの商品企画開発部新商材開発

チームの谷川定康氏は開発にあたり、「素

材の選定については、目に対する有効性

やエビデンスはもちろん、おいしさを重

視した」と説明。「菓子販売は当社として

も初の試み。継続的に利用してもらうた

めには、おいしさのウェイトが大きかっ

た」と話す。販売は全国50の直営店で開始

し、好調な滑り出しだという。商品は秋

冬の限定品だが、季節限定品として毎年

販売したいという。今期の売上目標は2万

5.000袋に設定している。

■――――――――――――――― 野草酵素
　㈲野草酵素（東

京都渋谷区）は、

アイケアサプリ

『ピントくるカシ

ス』の販売を進め

ている。

　アントシアニン

の豊富なニュージーランド産カシスを使

用し、一日の摂取目安量3粒にカシスアン

トシアニンを60mg含有する。日本カシス

　マルカイコー

ポレーション㈱

（大阪市西区）

は、（一社）日本カ

シス協会の特別

協賛法人会員と

して『順造選 カ

シス100（果汁

100％）』『̶カシス（果汁50％）』など良質

なカシス飲料の販売に注力。Ｅコマース、

DgS、SMなどで展開を広げている。

　『カシス100（果汁100％）』（500ml、税込

1,512円）は、濃縮したカシス果汁を還元

した100％ジュースに、粗搾りしたカシス

果実をブレンド。果実の味わいが詰まっ

ており、カシスならでは酸味と、華やか

な香りが感じられる一品だ。

　お手軽にカシスの美味しさを味わえる

『順造選 カシス（果汁50％）』（1,000ml・

500ml・180ml、税込各1,383円、735円、324円）

は、酸味が苦手なユーザーにも好評で、『カ

シス100』と共に徐々に採用数を増やして

いる。

　2品ともに（一社）日本カシス協会認定商品

であり、アントシアニン量の多いニュー

シーランド産カシスを厳選。保存料、着

色料などは一切、使用されておらず、カ

シスの濃縮、瓶詰めの工程は、品質とト

レーサビリティが担保された日本国内の

工場で行われている。

　同社では今後、機能性表示食品の届出

を目指し研究開発を進めていく方針。ま

た排尿領域で受理実績のあるクランベ

リーと組み合わせたフェムケア製品や、

主要企業動向

ニュージーランド産カシスを厳選
高品質な濃縮カシス飲料

マルカイコーポレーション

　（一社）日本カシス協会（東京都目黒区）は、

㈱常磐植物化学研究所の受託研究として

実施したカシス摂取による認知機能の改

善効果に関する臨床試験データを公開し

た。

　被験者は、認知機能の低下を自覚して

いる40～80歳の男女14人。カシス抽出物

を150mg含有するカプセルとプラセボカプ

セルを1日1回、12週間にわたり継続摂取

してもらった（カシス7人、プラセボ7人）。

試験前と試験後にアイトラッキングおよ

びミニメンタルステート検査（MMSE）に

て認知機能を評価した。

　その結果、MMSEスコアについては両群

間の有意差は見られなかったものの、郡

内に改善傾向が認められた（図1）。さら

に、被験者のうち検査前の収縮期血圧が

110mmHg以上のグループ（カシス5人、プ

ラセボ3人）は、プラセボ群と比べて見当

識に関するアイトラッキングのスコアが

有意に改善した（図2）。

　一般的に高血圧の人は認知症リスクが

高まることが知られており、上記の結果

からカシス抽出物の摂取により高血圧か

ら生じる認知機能のリスクを低減する可

能性が示唆された。

　なお、今回認知機能の評価に用いられ

たMMSEは、国際的に使用されている認

知症スクリーニングテストの1つであり、

見当識、記銘、注意と計算、再生、呼称、

復唱、理解、読字、書字、描画に関する

内容を評価した。アイトラッキングは判

断力、注意力、視空間認知、言語、記憶、

見当識に関する11設問で構成され、視線

を計測しインタビューやアンケートでは

聞き出せない無意識や無記憶、本音を探

ることができる。各種質問に対して、正

解を凝視する時間の長さにより認知機能

を評価する。

学術トピックス①

「カシスによる認知機能の改善効果　MMSEスコアが有意に改善」

最終製品

図1　MMSEスコア
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図2　見当識に関するアイトラッキングスコア
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予防に有効なサプリメントとして利用で

きる」としている。

　『Cassinol（カシノール）』は、アントシ

アニン含量を35.0％以上、プロアントシア

ニジン含量を5％以上で規格した素材。in 

vitro試験とin vivo試験でインフルエンザ予

防作用を確認している。

　in vivo試験では、8週齢雌マウスの両鼻

腔にインフルエンザウィルスとサンプル

溶液を投与し、14日間にわたり発症およ

び生存の状態を観察した。試験の結果、

サンプル非投与群では4日後には全て発

症したが、カシスエキスは低投与群では

6日目において半数に発症を確認し、また

高投与群では試験期間内で発症が見られ

なかったという。また死亡率については、

サンプル非投与群では14日目に80％以上

の固体が死亡したのに対し、カシスエキ

ス群では低および高投与群いずれも死亡

が確認できなかった。

　両原料ともに、国内自社工場で抽出・

精製された安心・安全の原料。水への溶

解性も良く、pH3、7緩衝液中で、10％ま

で溶解することを確認している。また粉

末形状のため、錠剤、カプセル（ハード、

ソフト）など幅広く利用できる。

■―――――――― エイチ・ホルスタイン
　エイチ・ホルスタイン㈱（東京都千代

田区）は、NZ産のカシス原料「オキシフェ

ンド カシス（Oxifendbluckcurrant）」の供

給を行っている。同原料は水のみで抽出

した水溶性粉末で、アントシアニン量を

20％で規格化している。サプリメントは

もちろん、飲料や一般食品にも応用が可

能となっている。

■――――――――――――― BGG Japan
　BGG Japan㈱（東京都中央区）は、カシ

ス原料として『ブラックカラントエキスパ

ウダー』を供給する。製品規格は、アント

シアニン35.0％以上（HPLC）。性状は粉末

品。アイケアや美容サポート向けなどに

提案を進める。

増進への可能性を見出し、2001年より『明

治カシスポリフェノール（AC10）』を販売。

高い体感性が評価され、リピート率の高

い原料として安定した引き合いがあると

いう。原料はフランス産のカシス果実を

使用しイタリアで製造。有機溶剤を一切

使用せず、膜濃縮製法により水抽出して

いる。吸収性や抗酸化性が高い4種のアン

トシアニンを高濃度に含み、総アントシ

アニン量10％で規格化している。「カシス

本来の味を損なわず凝縮した風味で、栄

養成分も天然のまま」としており、最近で

は、メニコンと共同でグミキャンディー

を開発。近年では、こうした“美味しさと

機能性を兼ね備えたカシス原料“として引

き合いが強いという。

　タマ生化学㈱（東京都新宿区）は、カ

シス果実抽出物『カシスエキス-35』、

『Cassinol（カシノール）』を供給している。

特にアイケア、抗インフルエンザの訴求

に注力している。

　カシス果実抽出物『カシスエキス-35』

は、アントシアニン含量を35.0％以上で

規格した素材。カシスアントシアニンは、

網膜の視細胞内あるロドプシンの再合成

促進作用や、瞳孔・水晶体の働きを調節

する毛様体の働きを改善する働きが報告

されている成分だ。

　視覚改善作用に関する臨床試験も実施

済み。被験者5名を対象に1日1回、『カ

シスエキス-35』を150mg（アントシアニ

ン50mg含有）摂取させたところ、内服後

2ヵ月で目の疲れや充血といった自覚症状

がすべて改善された。

　また被験者らは眼精疲労およびドライ

アイに起因する仮性近視を呈していたが、

『カシスエキス-35』の内服により全例で視

力の回復を確認できた。試験結果から同

社では「カシスエキスは眼精疲労の改善や

はスポーツ分野での引合いも増えており、

Eスポーツ用途への提案も進めている。同

社が取り扱うカシス製品ではアンチドー

ピングの検査も実施済みだ。

　㈱明治フードマテリア（東京都中央区）

は、発売から20年を迎えたカシス由来ポ

リフェノール『AC10』の最新研究で、注意

力や集中力といった認知機能の向上作用

を確認。10月に開催された展示会「食品開

発展」で披露した。

　カシスポリフェノールについては、こ

れまでにヒト大脳動脈血管を用いたex 

vivo試験で報告されているが、同社ではカ

シスポリフェノール摂取による認知機能

（注意・集中力）への影響を臨床試験で検

証した。

　研究は、健康成人女性7人を対象に、

カシスポリフェノール（アントシアニン

50mg含有）を8日間連続摂取させた同一

被験者内比較単群介入試験。聴覚オド

ボール課題中の脳波、心電図を測定し

た。対象の体調面を視覚的評価スケール

（VAS）で、精神面を気分プロフィール検

査（POMS）で主観的に評価した。得られ

た値の平均をpaired-t検定で比較した。

　その結果、カシスポリフェノールの摂

取により、課題中の音刺激に対する事象

電位P300潜時が有意に短縮された一方、

振幅に変化はなかった。Fzθ波の平均パ

ワー積分比率は有意に増加し、心拍変動

周波数成分のパワー比LF／HFも有意に減

少した。VASの「頭の覚醒（集中度）」の上

昇、POMSの「緊張～不安」の減少など自

覚においても有意差が得られたという。

　今回の研究を受け同社では、認知機能

をテーマとした機能性表示食品としての

利用を想定しており、システマティック

レビューの作成を進めている。

　同社は、カシスポリフェノールの健康

　森下仁丹㈱（大阪市中央区）は、ニュー

ジーランド産カシスの原料供給に注力し

ている。「暗いところで見る力を助ける」

旨の表示で機能性表示食品の受理実績が

あり、SRの提供も可能だ。

　同社のカシス原料は、すべてニュージー

ランド産のカシスを使用。カシスの果実

にはビタミンやミネラルが豊富なほか、

特有のアントシアニンである「D3R（デル

フィニジン-3-ルチノシド）」、「D3G（デル

フィニジン-3-グルコシド）」、「C3R（シア

ニジン-3-ルチノシド）」、「C3G（シアニジ

ン-3-グルコシド）」を含有していることが

特長だ。

　これらのカシスアントシアニンは、暗

いところで物が見えるために必要な「ロド

プシン」の再合成を促進する効果が報告さ

れている素材。高い抗酸化作用を有してお

り、アイケア分野では、眼精疲労抑制作用、

ピント調整作用、近視抑制作用、緑内障

の進行抑制作用なども報告されている。

　機能性表示食品では「カシスアントシア

ニンには、夕方・夜間（暗い場所）での見

る力を助ける機能や、目のまわりの血流

量を増やすことでピント調節機能の低下

を和らげる働きが報告されています」（関

与成分：カシスアントシアニン50mg）と

の表示で受理実績がある。

　人が明るいところから暗いところに

入った時に感じる「見えにくさ」に慣れる

時間（暗順応）は30分～1時間かかると言

われており、アイケア商品の中でも差別

化した提案が可能だ。

　カシスはアイケア以外にも、血流改善、

冷え改善、運動後の抗酸化、目のクマサ

ポート、メンタルヘルスなど様々な領域

でエビデンスが蓄積されている。近年で

機能性表示対応のカシス原料を供給
アイケア領域で唯一“暗順応”に対応

森下仁丹

原料・OEM

発売20周年『AC10』
認知機能向上作用を確認

明治フードマテリア

アイケア・抗インフルエンザ作用を確認
『カシスエキス-35』『Cassinol』を提案

タマ生化学
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学術トピックス② 学術トピックス④

学術トピックス⑤

カシスアントシアニンのエストロゲン様作用を確認 NZ産カシスの運動能力向上作用（メタアナリシス解析）

カシスポリフェノール（AC10）の認知機能向上作用

（NO）を合成するeNOSタンパク量が有意

に増加した（グラフ）。

　カシスアントシアニンには、血管、皮膚、

薄毛の改善、更年期症状の緩和などに対

する有効性があり、エストロゲンと同様

の効果があることが示唆された。

　弘前大学保健学研究科の七島直樹氏、

堀江香代氏らの研究グループは、カシス

アントシアニンの生活習慣病の改善、女

性更年期障害の軽減、美容効果について

検証した。

　卵巣を除去した更年期モデルラットと

普通ラットに対して、カシスパウダー入

り餌（アントシアニン含量36％以上）とプ

ラセボ餌を与え、カシス摂取群とプラセボ

摂取群の皮膚のコラーゲン、エラスチン

量、eNOSタンパク等のスコアを比較した。

　その結果、カシス摂取群は皮膚のコラー

ゲン層、エラスチン、ヒアルロン酸が有

意に増加し、毛包量の減少が抑制された。

さらに血管拡張作用のある一酸化窒素

ラット血管組織eNOSタンパクが増加

（P＜0.05、出典Nutrients,10（4）：495,Nanashima N, Horie K, et al., 2018）
（※ニュージーランド産カシス、アントシアニン含量36.0％以上（HPLC法で測定）
のカシスパウダーを使用）

＊
＊

普通餌 普通餌
卵巣あり

カシス添加餌
卵巣除去

3.5
3
2.5
2
1.5
1
0.5
0

【方法】体の「冷え」を自覚する健常な成人女性10人を対象に、水道水（約200mL）飲用30
分後のシャワー浴（3日間）、1日間のウォッシュアウト、AC10（アントシアニンとして

50mg、水道水約200mLに溶解）摂取30分後のシャワー浴（3日間）を実施し、各シャワー

浴60分前から60分後までの左右の手足皮膚表面温度測定、自覚アンケート（VAS）を実施

した。

【結果】手の皮膚表面温度について、左手右手ともに、出浴直後、10分後、20分後、40分
後、50分後で有意に高かった。また、

介入3日目のシャワー浴10分前（摂

取20分後）のVASでは、「手の冷え感」

が有意に改善されていた。

　また、足の皮膚表面温度について

も左足右足共に有意に高かったこ

とがわかった。介入3日目の出浴60

分後のVASでは、「靴下を履いて寝

る」が有意に改善されていた。なお、

VAS項目では「胸の冷え感」や「眼の

疲労感」も有意に改善されていた。

カシスポリフェノール（AC10）摂取による
シャワー浴後の湯冷め遅延効果

学術トピックス③ 提供：明治フードマテリア

療科学部による筋肉通軽減作用に関する

臨床報告。同大は英国人女性13人に対し

て、偏心運動による筋肉損傷後にNZカシ

ス濃縮パウダー（アントシアニン含有量

35％）を摂取してもらい、筋肉痛が回復す

る推移についてプラセボ群との比較を行

なった。その結果プラセボ群が48時間経

過後まで筋肉の疲労レベルが上昇したの

に対して、カシス摂取群は、24時間経過

したのち下降し始め、48時間後には20％

以下まで疲労レベルが軽減された。

　研究チームは、運動の1～2時間前にカ

シスアントシアニンを「105～210mg」摂取

することが効果的と考えられると結論付

け、2020年5月に「国際スポーツ栄養学会

誌vol.17」に論文投稿した。なお、酸化マー

カー、認知機能の改善効果、副作用、作

用機序については、充分な研究報告はな

かった。

　オークランド大学医学健康科学部のA. J. 

Braakhuis教授らの研究チームは、ニュー

ジーランド産カシスが運動能力に及ぼす

影響について、システマティックレビュー

とメタアナリシスを用いて評価した。

　 検 索 ソース に は、MEDLINE（Ovid）、

Google Scholarデータ ベース 等 を 使 用

し、適格基準として「ブラックカラント

（ニュージーランド由来）の介入」「無作為

化対照試験」「ヒト試験」「プラセボ対照」

をすべて満たすこととした。

　その結果、16つの研究がシステマティッ

クレビューとしての要件を満たし、その

うち９つの研究がスポーツにおけるパ

フォーマンスの改善に関するメタアナリ

シスに貢献し、カシスサプリメントを摂

取した場合、スポーツパフォーマンスの

向上がみられることが明らかになった。

　このうち一報は、英サリー大学保健医

に増加し、心拍変動周波数成分のパワー

比LF／HFは有意に減少した。VASの「頭

の覚醒（集中度）」上昇、POMSの「緊張～

不安」減少など自覚においても有意差が得

られた。このほか、体調アンケートでは、

「朝の目覚め」が有意に改善された。

【方法】主にデスクワークなどの業務に携
わる健常な成人女性7人を対象に、カシス

ポリフェノール粉末飲料（明治フードマテ

リア製）3g（カシスアントシアニン50mg

含有）を150ml水に溶解し、8日間連続摂

取させた同一被験者内比較単群介入試験。

聴覚オドボール課題中の脳波および心電

図を客観的指標として測定した。対象の

体調面を視覚的評価スケール（VAS）で、

精神面を気分プロフィール検査（POMS）

で主観的に評価した。

【結果】カシスポリフェノールの摂取によ
り、課題中のP300潜時が有意に短縮され

た。Fzθ波の平均パワー積分比率は有意 Fzθ波の平均PSD比率

介入0 介入1 介入7 介入8
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P=0.037
P=0.048

提供：明治フードマテリア
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学術トピックス⑥

学術トピックス⑦

カシス中に脳神経保護物質cGP

カシス摂取で免疫バイオマーカー（BD2、1gA）が増加
後に、被験者の唾液中のBD2、IgA量を計

測したところ、カシス摂取群はプラセボ

と比べて、BD2、IgAともに増加が認めら

れた（グラフ）。

　このほか同組合では、2013年にインフル

エンザ含む4種類のウイルスのMDCK細胞

への吸着阻害率の上昇を確認。2019年には

カシスエキスの摂取量により血中の好中球

表面にある受容体の発現が増加することを

確認している。

　ニュージーランドブラックカラント協

同組合は、ニュージーランド産カシスか

ら抽出したエキスを人体に摂取した際の

免疫反応について検証を行っている。

　2020年には、カシスエキス摂取による

唾液中のバイオマーカー（BD2、IgA）の変

化について、プラセボ対照二重盲検試験

を実施。健常者36人を2群に分け、カシス

カプセル（カシスエキス3.2mg/kg）とプラ

セボカプセルを摂取してもらった。5週間
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注目のトピックス②
カシスアントシアニンの新定量法が確立  分析コスト削減に期待

いことを確認しており、「分析に係る費用

や時間の短縮が期待される」としている。

　定量の工程について、試験品約50mg（ア

ントシアニン20mg相当量）に、塩酸：メ

タノール混液（2：98）に溶かし50mLとす

る。次にこの液5mLを量り、10％リン酸溶

液を加えて、25mLの試料溶液とする。

　別に、ルチノシド系配糖体（D3R、C3R）

塩化物の標準品約10mgに塩酸／メタノー

ル混液（2：98）に溶かし、20mLとする。

この液5mLを量り、10％リン酸溶液を加え

て、25mLとし標準溶液とする。

　2つの標準溶液10μLずつを

精確にとり、液体クロマトグラ

フィーにより、試料溶液の4配

糖体のピーク面積（Ai）と標準

溶液のD3R、C3Rのピーク面積

（As）を測定。図1の計算式で、

アントシアニン含量（D3R及び

C3R塩化物の換算値）を求める。

　（一社）日本カシス協会（東京都目黒区）は、

㈱常磐植物化学研究所の協力のもと、新

たなカシスアントシアニンの定量法を確

立した。

　従来は、カシスアントシアニンの4配糖

体（D3R、D3G、C3R、C3G）すべての標

準品を揃えて、総アントシアニン量を定

量してきたが、新定量法では、カシス特

有のルチノシド系配糖体（D3R、C3R）の

標準品のみを使用し、グルコシド系配糖体

は分子量換算で推計する。日本カシス協

会は、従来の定量法と比較して、誤差のな

アントシアニンの量（%）＝

：各アントシアニン標準溶液のピーク面積（　　 及び 　　）
：試料溶液の各アントシアニンのピーク面積（　　、　　、　　及び　　）
：標準溶液中のD3R及びC3R濃度（mg/mL）
：試料溶液の濃度（mg/mL）
：各アントシアニン塩化物の分子量（　　 、　　、　　及び　 　）

×
AiD3G

AsD3R

As

×
AiD3R

AsD3R

AsD3R AsC3R

Ai

Cs

Ci

Mi

AiD3RAiD3G AiC3RAiC3G

MiD3RMiD3G MiC3RMiC3G

+
MiD3G

MiD3R
×

CsD3R

Ci +
CsD3R

Ci × ×
AiC3R
AsC3R
+

MiC3G
MiC3R

CsC3R
100）（ Ci×

AiC3R
AsC3R

×
CsC3R
Ci

（試験条件／検出器：可視吸光光度計（測定波長535nm）、カラム：ステンレス管に5μmの
 液体クロマトグラフィー用オクタデシルシリル化シリカゲルを充填充填し約30度に保つ）

NZ産カシス、驚異のアントシアニン含有量を確認
の広大な大自然のもと、南半球特有の強

い紫外線を受けることから、他地域のカ

シスやベリー類と比べて栄養価が高いと

される。

　NZBGは、品質やトレーサビリティの高

さもメリットだという。同組合では、全

ての生産農家に対して、収穫後のカシス

を保存する木箱に生産農家名、畑のブロッ

ク名、収穫日、品種、重量の記載を義務

づけている。また農薬や肥料を使用した

際は、品種と区画ごとに正確な散布日を

記録させ、収穫後の残留農薬検査の実施

を義務付けられる。

　ニュージーランドブラックカラント協

同組合（NZBG）は、NZ産カシス100gあた

りに約590mgのアントシアニンを確認し

た。この数値は、ヨーロッパ産カシスや

北米産のブルベリーと比較しても高い数

字だという。

　カシスはニュージーランド（NZ）、ポー

ランド、フランス、ドイツなど世界中で栽

培されているが、その中でもNZ産は、ア

ントシアニン、ビタミンＣの含有量が高い。

　NZ産カシスのポピュラーな品種は、ベ

ン・アード、ベン・ルーア、ブラックアダー

の3種類。各品種ともにニュージーランド

較して、血しょう中のcGP濃度が26％上昇

した。

　ニュージーランド産カシスに含まれる

cGPが効果的に体内に吸収されており、そ

の経口摂取により脳の神経障害を改善す

ることが示唆された。

　オークランド大学のJian Guan氏らの研

究チームは、ニュージーランド産カシス

に、脳神経の保護に関わる「cGP」という

物質が高レベルで含まれていることを確

認した。

　この成分は、VitalityNZ社の特許成分で

あり、下記の試験方法により、IGF-1の機

能を回復することで、パーキンソン病を

予防、改善することが示唆されている。

【方法】男性のパーキンソン症患者11人に
ニュージーランド産カシスの抽出物を4週

間にわたって毎日投与してもらい、試験

開始時と28日後の血しょうをサンプリン

グし、cGPの濃度を測定した。

【結果】カシス摂取群は、プラセボ群と比

***
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C
G
P
濃
度

NZカシス抽出物濃度

50ｍｇ/ｍｌ5ｍｇ/ｍｌ

20

15

10

5

0
100ｍｇ/ｍｌ

注目のトピックス①


